
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

「呻き声」の彼方 : 『沈黙』への道

池田, 静香
長崎市遠藤周作文学館

https://doi.org/10.15017/20299

出版情報：九大日文. 17, pp.52-65, 2011-03-31. 九州大学日本語文学会
バージョン：
権利関係：



は
じ
め
に

『
沈
黙
』（
新
潮
社

昭

年

月
）
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る

41

3

作
品
に
、
短
編
集
『
哀
歌
』（
講
談
社

昭

年

月
）
と
没
後
に
な
っ
て
一

46

3

冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
長
編
『
満
潮
の
時
刻
』（
新
潮
文
庫

平

年

月
。
以

14

2

下
引
用
は
文
庫
に
拠
っ
た
）
が
あ
る
。

『
哀
歌
』
文
庫
版
出
版
に
あ
た
り
遠
藤
は
、「「
哀
歌
」
を
私
の
「
沈
黙
」

の
前
奏
曲
、
と
考
え
て
く
だ
さ
っ
て
よ
い
」（
「
「
哀
歌
」
の
思
い
出
」（
『
哀
歌
』

講
談
社
学
芸
文
庫

昭

年

月

頁
）
）
と
断
言
す
る
。
長
編
執
筆
の
前
に

63

7

324

は
そ
れ
に
繋
が
る
短
編
を
い
く
つ
か
書
く
と
い
う
執
筆
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
、
『
沈
黙
』
を
論
じ
る
際
、
作
家
の
意
識
の
変
流
を
辿
る
根
拠
と
な
る

資
料
と
し
て
常
々
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
き
た
の
が
、
短
編
集
『
哀
歌
』

だ
。
ま
た
収
録
作
品
の
な
か
で
も
「
踏
絵
」
が
登
場
す
る
「
そ
の
前
日
」

（
「
新
潮
」
昭

年

月
号
）
や
、
長
崎
の
殉
教
地
（
雲
仙
）
を
旅
し
キ
チ
ジ
ロ

38

1

ー
（
『
沈
黙
』
）
の
原
型
が
登
場
す
る
「
雲
仙
」（
「
世
界
」
昭

年

月
号
）
、
さ

40

1

ら
に
は
「
ト
モ
ギ
村
」（
『
沈
黙
』
）
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
長
崎
市
外
海
地
区

が
舞
台
と
な
り
十
六
番
館
（
当
時
）
で
み
た
踏
絵
の
印
象
と
カ
ク
レ
キ
リ

シ
タ
ン
信
仰
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
る
「
帰
郷
」（
「
群
像
」
昭

年

月
号
）
、

39

9

と
も
な
れ
ば
、
そ
の
執
筆
時
期
や
素
材
の
取
捨
選
択
か
ら
、
こ
れ
ら
が
読

「
呻
き
声
」
の
彼
方

―
『
沈
黙
』
へ
の
道

―池

田

静

香

I
K
E
D
A

S
h
i
z
u
k
a

者
の
眼
に
『
沈
黙
』
へ
の
前
奏
曲
と
し
て
映
る
こ
と
は
自
然
で
あ
る
。
だ

が
『
哀
歌
』
に
は
、
『
沈
黙
』
に
直
接
か
か
わ
る
題
材
の
作
品
よ
り
、
作

者
の
病
床
体
験
を
素
材
と
し
た
短
編
が
数
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

病
床
体
験
を
素
材
と
し
た
短
編
群
に
対
し
遠
藤
は
、『
沈
黙
』
と
『
哀
歌
』

の
関
係
性
に
つ
い
て
「
方
法
論
と
し
て
明
確
に
意
識
し
」
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
「
試
行
錯
誤
的
な
気
持
で
や
っ
た
」（
「
「
哀
歌
」
の
思
い
出
」

頁
）

325

の
だ
と
断
り
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

も
ち
ろ
ん
「
哀
歌
」
の
中
の
す
べ
て
の
作
品
が
「
沈
黙
」
と
同
じ
時

代
を
扱
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
関

係
の
な
い
挿
話
か
ら
成
り
た
っ
て
い
る
。
／
し
か
し
、
そ
の
円
周
が

次
第
に
小
さ
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
「
沈
黙
」
の
踏
絵
の
イ
エ
ス
の
顔

に
な
る
。
そ
の
顔
に
「
哀
歌
」
の
諸
短
篇
は
結
局
は
結
実
し
て
し
ま

う
。(

頁
）

325

加
え
て
「
初
版
あ
と
が
き
」（
『
哀
歌
』
講
談
社

昭

年

月
）
で
、『
哀
歌
』

46

3

執
筆
の
主
眼
を
、
「
病
院
生
活
を
背
景
に
し
た
作
品
を
書
く
こ
と
に
よ
っ

て
次
第
に
育
ま
れ
た
（
略
）
私
の
基
督
教
に
お
け
る
現
在
の
立
場
を
示
」

す
こ
と
に
あ
る
と
し
、
「
「
四
十
歳
の
男
」
の
九
官
鳥
、
「
私
の
も
の
」
の

犬
の
眼
」
か
ら
「
踏
絵
の
基
督
の
眼
」（

頁
）
の
イ
メ
ー
ジ
が
喚
起
さ
れ

301

る
よ
う
努
め
て
書
い
た
と
、
言
い
添
え
て
い
る
（
遠
藤
作
品
に
お
け
る
動
物
の

眼
が
持
つ
ダ
ブ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
「
私
の
文
学
」（
『
わ
れ
ら
の
文
学

福
永

10

武
彦
・
遠
藤
周
作
』
講
談
社

昭

年

月
）
所
収
な
ど
参
照
）
。

42

1

『
沈
黙
』
は
、
生
死
の
境
を
体
験
し
た
と
い
わ
れ
る
二
年
二
ヶ
月
（
昭
35

年

月
～

年

月
）
に
も
及
ん
だ
三
度
の
手
術
を
含
む
大
患
を
通
し
、
作

4

37

5

者
が
「
文
学
的
回
心
」
の
結
果
書
き
上
げ
た
大
作
だ
。
こ
の
病
床
体
験
は
、



後
に
作
者
が
「
『
沈
黙
』
と
い
う
私
に
と
っ
て
大
事
な
作
品
は
あ
の
生
活

上
の
挫
折
が
な
け
れ
ば
、
心
の
な
か
で
熟
さ
な
か
っ
た
」（
「
何
一
つ
無
駄
で

は
な
か
っ
た
」
（
初
出
「PH

P

」
昭

年

月
号
。
引
用
は
『
生
き
上
手

死
に
上
手
』

59

4

文
春
文
庫

平

年

月

頁
に
拠
っ
た
）
と
振
り
返
る
よ
う
に
、
病
床
体
験

6

4

183

を
経
た
文
学
的
回
心
の
先
に
あ
る
「
母
な
る
神
」
へ
の
志
向
の
母
胎
と
な

る
体
験
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
（
奥
野
政
元
「
「
沈
黙
」
論
」
（
笠
井
秋
生
・
玉
置

邦
雄
編
『
作
品
論

遠
藤
周
作
』
双
文
社
出
版

平

年

月
所
収
））
、
こ
の
「
母
胎
」

12

1

を
、
短
篇
と
い
う
断
片
的
な
形
で
表
現
し
た
の
が
短
編
集
『
哀
歌
』
だ
と

さ
れ
る
（
山
根
道
公
「
遠
藤
周
作
『
満
潮
の
時
刻
』
論

―
『
沈
黙
』
と
の
関
係
を
め

ぐ
っ
て
」（
「
清
心
語
文
」
平

年

月
）
）
。

14

8

同
じ
く
『
沈
黙
』
へ
の
道
標
と
し
て
し
ば
し
ば
採
り
上
げ
ら
れ
、
作
家

の
死
後
一
冊
に
纏
め
ら
れ
た
『
満
潮
の
時
刻
』（
「
潮
」
昭

年

～

月
号
）

40

1

12

は
、
先
行
研
究
（
広
石
廉
二
「
『
満
潮
の
時
刻
』

―
弱
者
か
ら
の
視
点
」（
『
遠
藤
周

作
の
す
べ
て
』
朝
文
社

平

年

月
所
収
）
な
ど
）
が
指
摘
す
る
通
り
作
品
内

18

4

の
場
面
や
表
記
の
不
統
一
が
あ
る
も
の
の
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
遠
藤
の

分
身
と
お
ぼ
し
き
主
人
公
が
、
大
病
で
の
入
院
後
長
崎
へ
行
き
そ
こ
で
み

た
「
踏
絵
」
か
ら
踏
絵
を
踏
ん
だ
も
の
た
ち
（
弱
者
）
へ
思
い
を
は
せ
る

シ
ー
ン
を
も
っ
て
し
て
、
ま
さ
に
『
沈
黙
』
へ
の
明
確
な
船
出
を
示
し
た

作
品
（
佐
伯
彰
一
「
『
沈
黙
』
へ
の
船
出
」
（
「
新
潮
」
平

年

月
号
）
）
と
見
な
さ

12

6

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
『
哀
歌
』
所
収
作
品
か
ら
で
は
「
断
片
的
」
に
し
か

抽
出
で
き
な
か
っ
た
作
者
の
病
床
体
験
に
お
け
る
「
内
的
体
験
」（
＝
「
文

学
的
回
心
」
）
が
、
『
哀
歌
』
と
比
較
し
明
ら
か
に
見
て
と
れ
る
長
編
だ
と

評
価
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
史
で
『
沈
黙
』
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
病
床
体
験
を
経
た
文
学
的
回
心
の
表
れ
と
し
て
の
『
哀
歌
』
や
『
満

潮
の
時
刻
』
の
立
場
は
、
作
者
自
身
の
断
定
（
定
義
づ
け
）
も
あ
り
、
揺
ら

ぐ
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
（
佐
藤
泰
正
「
遠
藤
周
作

―
ひ
と
つ
の
回
心
」
（
『
近

代
文
学
遠
望
』
国
文
社

昭

年

月
）
な
ど
）
。
だ
が
、
作
者
が
『
哀
歌
』
の

53

8

「
あ
と
が
き
」
で
示
し
た
『
沈
黙
』
と
病
床
体
験
を
題
材
と
し
た
作
品
群

の
有
機
的
な
関
連
に
は
、
も
う
一
つ
の
通
路(

伏
流)

が
あ
る
。
そ
れ
は
、『
満

、
、
、
、

潮
の
時
刻
』
か
ら
『
沈
黙
』
へ
の
表
現
の
変
遷
、
並
び
に
『
哀
歌
』
を
は

じ
め
と
す
る
作
家
自
身
の
病
床
体
験
を
元
と
し
た
同
時
期
の
短
編
か
ら
、

『
沈
黙
』
を
振
り
返
る
こ
と
で
見
出
さ
れ
る
お
ぼ
ろ
げ
な
線
で
あ
る
。
こ

の
変
遷
は
、
作
家
の
文
学
的
出
発
期
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
留
学
中(

昭

年
25

月
～
昭

年

月
）
の
意
識
や
体
験
を
も
と
に
し
た
初
の
長
編
小
説
『
青

6

28

2

い
小
さ
な
葡
萄
』（
「
文
学
界
」
昭

年

～

月
号
）
等
々
か
ら
紆
余
曲
折
を

31

1

6

経
て
、
『
沈
黙
』
執
筆
へ
と
至
っ
た
作
家
の
意
識
の
重
な
り
や
逸
れ
を
示

す
土
台
と
な
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、『
哀
歌
』
、『
満
潮
の
時
刻
』
、

『
沈
黙
』
を
中
心
と
す
る
作
品
に
つ
い
て
比
較
す
る
際
の
視
点
を
提
示
す

る
。

「
死
」
へ
の
意
識
の
変
化

―
『
沈
黙
』
以
前
と
以
後

『
沈
黙
』
以
前
の
作
品
の
基
礎
に
は
、
遠
藤
が
文
学
的
出
発
に
あ
た
り

大
い
に
参
考
と
し
た
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
の
「
非
情
の
凝
視
」
に
倣
っ
た
色
調

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
芥
川
賞
受
賞
作
「
白
い
人
」（
「
近
代
文
学
」
昭

年

、

30

5

月
号
）
に
お
い
て
人
間
の
深
淵
に
潜
む
拷
問
と
色
情
へ
の
欲
望
を
描
い

6た
視
線
や
、
第
二
次
世
界
大
戦
下
に
お
け
る
九
州
大
学
医
学
部
生
体
解
剖

事
件
を
題
材
と
し
た
「
海
と
毒
薬
」（
「
文
学
界
」
昭

年

、

、

月
号
）

32

6

8

10



に
お
い
て
、
医
学
者
を
引
き
合
い
と
し
な
が
ら
善
と
悪
の
境
目
と
そ
れ
を

な
ん
と
な
く
超
え
て
し
ま
う
日
本
人
の
罪
意
識
の
問
題
を
描
い
た
こ
と
、

更
に
は
「
黄
色
い
人
」（
「
群
像
」
昭

年

月
号
）
や
「
火
山
」（
「
文
学
界
」
昭

30

11

年

～

月
号
）
で
採
り
上
げ
た
棄
教
司
祭
が
教
え
か
ら
離
れ
ざ
る
を
得

34

1

10

な
く
な
る
様
相
を
徹
底
的
に
描
こ
う
と
す
る
作
者
の
視
点
と
し
て
表
れ
て

い
る
。
ま
た
「
海
と
毒
薬
」
を
経
た
作
者
の
創
作
意
識
の
一
つ
は
、
「
戦

中
に
青
年
時
代
に
入
っ
た
世
代
（
注
、
「
海
と
毒
薬
」
の
勝
呂
）
が
戦
後
を
生

き
る
さ
ま
を
描
」（
「
あ
と
が
き
」
（
『
あ
ま
り
に
碧
い
空
』
新
潮
社

昭

年

月

35

10

頁
）
）
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
『
沈
黙
』
以
前
の
遠
藤
作
品
（
主

252に
純
文
学
）
に
み
ら
れ
る
特
徴
は
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
体
験
（
昭

年

月
～
昭

25

6

年

月
）
で
得
た
文
学
的
課
題
で
あ
る
二
点
（
①
日
本
人
に
合
っ
た
キ
リ
ス
ト

28

2

教
を
求
め
る
根
本
と
な
る
西
洋
と
の
距
離
感
の
問
題
②
戦
争
が
垣
間
見
せ
た
人
間
が
な
し

て
し
ま
う
悪
行
を
カ
ト
リ
ッ
ク
の
立
場
か
ら
ど
う
理
解
す
べ
き
か
）
を
執
筆
の
テ
ー

マ
と
し
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
事
象
を
提
示
す
る
と
と
も
に
そ
の
根
底
に
潜

む
問
題
を
凝
視
し
、
浮
き
彫
り
に
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ

の
こ
と
を
、
平
岡
篤
頼
（
「
解
説
」（
『
月
光
の
ド
ミ
ナ
』
新
潮
文
庫

昭

年

月
）
）

47

3

は
、
「
遠
藤
周
作
の
小
説
家
と
し
て
の
誠
実
さ
」
の
表
れ
と
し
て
、
「
わ
か

ら
な
い
状
態
を
分
析
に
よ
っ
て
解
消
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
描
き

出
そ
う
と
す
る
」（

頁
）
作
風
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
た
め
、
描
い

282

た
事
象
が
内
在
す
る
問
題
を
露
呈
し
つ
く
し
た
地
点
か
ら
、
「
そ
れ
ゆ
え

に
こ
そ
神
を
求
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
作
者
自
身
の
絶
望
的
な
叫
び
」（
平

岡

頁
）
に
、
作
品
が
支
配
さ
れ
る
。
だ
が
、
先
に
挙
げ
た
小
説
の
な

286

か
で
、
神
を
希
求
す
る
絶
望
的
な
叫
び
の
先
に
、
「
救
い
」
が
描
か
れ
る

の
か
と
い
え
ば
、
疑
問
が
残
る
。
こ
の
よ
う
な
「
非
情
の
凝
視
」
に
徹
し

た
作
品
を
経
て
、
昭
和

年
再
び
結
核
が
再
発
し
た
遠
藤
は
、
約
二
年
二

35

ヶ
月
を
病
床
で
過
ご
す
な
か
に
「
人
間
の
哀
し
み
」
に
寄
り
添
う
基
督
の

眼
差
し
の
萌
芽
を
発
見
し
て
い
く
。
そ
れ
が
『
哀
歌
』
で
は
「
九
官
鳥
の

眼
」
や
「
犬
の
眼
」
を
借
り
て
表
現
さ
れ
、
ゆ
く
ゆ
く
は
『
沈
黙
』
で
踏

絵
を
踏
む
場
面
の
「
踏
む
が
い
い
の
声
」
と
し
て
結
実
す
る
。

こ
の
死
を
覚
悟
し
た
病
床
体
験
を
経
た
心
境
の
変
化
に
つ
い
て
遠
藤

は
、
山
根
道
公
の
指
摘
（
「
遠
藤
周
作
の
病
床
体
験
と
信
仰

―
『
満
潮
の
時
刻
』

を
中
心
に
」（
「
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
年
報
」
平

年

月
））
に
も
あ
る
よ
う
に

15

3

『
沈
黙
』（
原
題
「
日
な
た
の
匂
い
」
）
脱
稿
直
後
に
受
け
た
新
聞
取
材
（
「

“
弱

者
”
を
テ
ー
マ
に
追
求

「
日
な
た
の
匂
い
」
を
脱
稿
し
た
遠
藤
周
作
氏
」（
「
東
京
新
聞
」

昭

年

月

日
））
で
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
と
さ
れ
る
。

40

10

7

病
気
中
、
自
分
が
文
学
で
ど
の
く
ら
い
助
か
る
か
と
思
っ
た
ら
、
そ

う
い
う
と
き
は
だ
め
で
し
た
ね
。
近
代
文
学
は
そ
う
い
う
不
安
を
さ

ら
に
強
く
す
る
だ
け
で
、
し
ず
め
て
く
れ
な
い
。
し
か
し
人
生
の
中

で
い
ろ
い
ろ
体
験
が
あ
り
ま
す
が
、
僕
に
は
三
カ
年
の
留
学
（
昭

年

マ

マ

27

か
ら
）
と
病
気
が
、
い
い
修
業
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。（
略
）
／
小

説
が
違
っ
て
き
ま
し
た
。
前
は
何
書
い
て
も
、
あ
と
で
読
み
返
す
と

死
の
こ
と
が
ど
こ
か
に
は
い
っ
て
い
た
。

「
病
気
」
中
の
読
書
歴
に
つ
い
て
は
、
「
切
支
丹
関
係
の
本
を
手
に
入
れ

て
は
勉
強
を
続
け
て
い
た
」（
「
沈
黙
の
声
」
（
『
沈
黙
の
声
』
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社

平

年

月

頁
）
）
と
い
う
述
懐
が
あ
る
程
度
で
、
こ
こ
で
対
象
と
さ
れ

4

7

14

た
作
品
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
遠
藤
文
学
と
「
死
」
に
つ
い
て
は
、
例
え

ば
鈴
木
秀
子
が
「
「
死
」
と
い
う
も
の
を
通
過
儀
礼
と
し
て
（
略
）
か
な
り

大
き
な
テ
ー
マ
に
据
え
」
、
「
『
沈
黙
』
か
ら
『
侍
』
『
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
』
」



と
、
「
死
を
前
に
し
て
、
人
間
が
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
、
問
う
て
い
る
」（
長
谷
川
泉
×
鈴
木
秀
子
「
遠
藤
文
学
に
お
け
る
「
悪
」

に
つ
い
て
」
（
「
知
識
」
昭

年

月
号

頁
）
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指

62

12

112

摘
は
、
先
に
引
用
し
た
『
沈
黙
』
脱
稿
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
紙
面
後
半
で
、

「
病
気
の
あ
と
、
「
死
」
に
と
ら
わ
れ
な
く
な
っ
た
遠
藤
氏
」
と
記
者
に

ま
と
め
ら
て
し
ま
う
状
況
と
齟
齬
を
き
た
す
よ
う
だ
が
、
こ
の
当
時
の

「
死
」
と
遠
藤
文
学
の
関
係
は
、『
沈
黙
』
に
「
「
死
」
の
こ
と
が
入
っ
て

い
る
か
否
か
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
『
沈
黙
』
を
機
に
、
遠
藤
の
「
死
」

へ
の
態
度
、
「
死
」
へ
の
認
識
に
変
化
が
あ
る
」
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ

ろ
う
。
そ
れ
は
、
鈴
木
の
発
言
に
限
ら
ず
、
『
沈
黙
』
が
踏
絵
に
足
を
か

け
る
か
か
け
な
い
か
で
生
死
を
分
け
た
時
代
の
信
仰
の
物
語
で
あ
る
こ
と

を
思
え
ば
、
事
足
り
る
。
先
に
引
用
し
た
「
東
京
新
聞
」
紙
面
後
半
で
断

定
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
し
ま
う
「
死
」
へ
の
態
度
の
変
化
（
「
死
に
と
ら
わ

れ
な
く
な
っ
た
遠
藤
氏
」）
と
は
、
新
聞
用
語
と
し
て
の
表
現
だ
ろ
う
。

「
死
」
を
前
に
し
て
い
か
に
生
き
る
か

―
「
踏
絵
の
足
指
の
痕
」
か
ら
得
た
創
作
の
原
点

『
沈
黙
』
以
前
の
遠
藤
の
「
死
」
へ
の
意
識
に
は
、
三
つ
の
場
面
が
あ

る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
戦
争
の
傷
痕
生
々
し
い
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
で

実
地
検
分
を
行
い
、
ま
た
出
征
こ
そ
し
な
か
っ
た
も
の
の
自
身
も
第
二
次

世
界
大
戦
中
に
青
年
期
を
過
ご
し
た
①
「
戦
争
に
お
け
る
死
」
、
二
つ
目

は
留
学
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
『
沈
黙
』
執
筆
前
に
再
発
し
た

結
核
の
療
養
に
よ
っ
て
体
験
し
た
②
「
病
室
で
の
死
」
、
最
後
に
、
長
崎

で
み
た
踏
絵
の
黒
い
足
指
の
痕
に
よ
っ
て
焦
点
が
定
ま
っ
た
③
「
キ
リ
ス

ト
教
が
禁
じ
ら
れ
た
時
代
に
お
け
る
死
」
だ
。
『
沈
黙
』
以
前
の
執
筆
に

は
、
①
「
戦
争
に
お
け
る
死
」
を
取
り
扱
っ
た
も
の
に
、
フ
ラ
ン
ス
留
学

を
素
地
と
し
た
「
白
い
人
」
や
『
青
い
小
さ
な
葡
萄
』
、
自
身
の
戦
争
体

験
を
題
材
と
し
た
「
黄
色
い
人
」
や
「
黒
い
十
字
架
」（
「
知
性
」
昭

年
30

10

月
号
）
、
②
「
病
室
で
の
死
」
に
は
『
哀
歌
』
所
収
短
編
や
「
葡
萄
」（
「
新

潮
」
昭

年

月
号
）
、
③
「
禁
教
下
に
お
け
る
死
」
に
は
、
「
最
後
の
殉
教

35

7

者
」（
「
別
冊
文
藝
春
秋
」
昭

年

月
号
）
な
ど
が
あ
る
。
病
床
体
験
を
素
地

34

2

と
し
た
作
品
群
が
『
沈
黙
』
へ
と
ゆ
る
や
か
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
、

作
者
述
懐
に
よ
り
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
三
つ
の
場
面
と
し
て
焦
点

化
さ
れ
て
い
る
遠
藤
作
品
に
お
け
る
「
死
」
の
問
題
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
繋
が
り
も
し
く
は
断
絶
を
も
っ
て
『
沈
黙
』
へ
と
至
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

佐
藤
泰
正
が
「
『
沈
黙
』
の
生
ま
れ
る
初
源
の
一
点
」
と
し
て
指
摘
（
「
『
沈

黙
』
の
終
わ
り
を
ど
う
読
む
か
」（「
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
」
平

年

月
号

頁
））

22

9

144

す
る
通
り
、
遠
藤
は
昭
和
三
九
年
春
、
『
沈
黙
』
の
執
筆
動
機
と
も
な
っ

た
と
さ
れ
る
長
崎
で
み
た
十
六
番
館
の
踏
絵
と
の
出
合
い
に
つ
い
て
、
以

下
の
よ
う
に
述
懐
す
る
。

あ
の
黒
い
足
指
の
痕
を
残
し
た
人
び
と
は
ど
う
い
う
人
だ
っ
た
の
か

―
と
誰
も
が
考
え
る
よ
う
に
、
私
も
考
え
た
。
自
分
の
信
ず
る
も

の
を
自
分
の
足
で
踏
ん
だ
と
き
、
い
っ
た
い
彼
ら
は
ど
う
い
う
心
情

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
／
私
は
戦
争
中
に
育
っ
た
人
間
で
あ
る
。
当
然
、

自
分
の
信
念
や
思
想
を
棄
て
て
戦
争
の
な
か
に
死
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
人
間
を
数
多
く
見
て
い
た
。（
略
）
人
間
が
肉
体
的

な
暴
力
に
よ
っ
て
自
分
の
信
念
や
思
想
を
た
や
す
く
曲
げ
て
い
っ
た



ケ
ー
ス
を
私
は
目
の
あ
た
り
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。そ
の
時
代
は
、

人
間
が
自
分
で
自
分
を
信
用
し
て
い
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
他
人
も

信
用
し
な
け
れ
ば
、
自
分
も
信
用
し
な
い
。
／
だ
か
ら
踏
絵
に
足
を

か
け
て
い
っ
た
人
び
と
の
話
は
、（
略
）
切
実
な
問
題
だ
っ
た
。
〈
信

仰
〉
な
ど
と
言
う
と
縁
遠
い
話
に
な
る
の
な
ら
、
〈
自
分
の
生
き
方

や
思
想
・
信
念
を
暴
力
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
人

間
の
気
持
〉
と
考
え
て
み
れ
ば
ど
う
だ
ろ
う
。
誰
に
で
も
痛
い
ほ
ど

に
分
か
る
問
題
の
は
ず
だ
っ
た
。
踏
絵
の
足
指
の
痕
は
、
他
人
事
で

は
な
い
。
／
そ
れ
が
、
私
を
小
説
へ
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
た
せ
た

の
で
あ
る
。（
注
、
傍
線
は
池
田
、
以
下
同
。
（
「
沈
黙
の
声
」

～

頁
）
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17

『
沈
黙
』
に
限
ら
ず
遠
藤
文
学
を
貫
く
大
き
な
テ
ー
マ
は
、
母
か
ら
着
せ

ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
洋
服
を
自
分
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
和
服
に
仕

立
て
直
す
こ
と
に
あ
る
（
「
合
わ
な
い
洋
服
」
（
「
新
潮
」
昭

年

月
号
）
な
ど
参

42

12

照
）
。
そ
の
試
み
の
一
つ
と
し
て
遠
藤
は
、
肺
結
核
が
再
発
し
た
昭
和
35

～

年
の
病
気
「
療
養
中
」
、「
戦
国
時
代
の
切
支
丹
た
ち
の
な
か
に
（
注
、

37
洋
服
を
和
服
に
仕
立
て
直
す
方
途
を
）
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
」
、
「
切
支
丹
関

係
の
本
を
手
に
入
れ
て
は
勉
強
を
続
け
て
い
た
」（
「
沈
黙
の
声
」

頁
）
。
そ

14

し
て
遥
か
昔
、
キ
リ
ス
ト
教
が
禁
じ
ら
れ
て
い
く
激
動
の
時
代
に
翻
弄
さ

れ
な
が
ら
信
仰
を
求
め
た
人
々
の
物
語
（
『
沈
黙
』
）
は
、
禁
教
下
に
踏
絵

を
踏
む
か
踏
ま
な
い
か
で
生
死
を
分
け
た
人
々
の
生
き
様
と
、
第
二
次
世

界
大
戦
下
を
生
き
た
作
家
自
身
の
経
験
に
基
づ
く
問
題
意
識
と
が
融
合
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
創
作
の
「
ス
タ
ー
ト
地
点
」
へ
と
促
さ
れ
た
。
む
ろ

ん
、
『
沈
黙
』
は

世
紀
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
下
の
長
崎
を
舞
台
と
し
て
い

17

る
た
め
、
こ
の
引
用
で
作
家
が
示
し
た
「
踏
絵
の
足
指
の
痕
は
、
他
人
事

で
は
な
い
」
と
感
じ
た
第
二
次
世
界
大
戦
下
と
つ
な
が
る
視
線
を
『
沈
黙
』

そ
の
も
の
か
ら
読
み
解
く
こ
と
は
容
易
く
は
な
い
。
だ
が
こ
の
意
識
は
、

『
満
潮
の
時
刻
』
を
『
沈
黙
』
の
現
代
版
と
し
て
読
み
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
わ
ず
か
だ
が
浮
か
び
上
が
る
。

『
満
潮
の
時
刻
』
と
『
沈
黙
』
の
間

―
「
死
」
の
享
受

・
『
満
潮
の
時
刻
』
の
場
合

前
述
し
た
通
り
、
長
崎
で
十
六
番
館
の
踏
絵
を
見
た
体
験
は
、『
沈
黙
』

執
筆
と
併
せ
て
書
い
た
長
編
『
満
潮
の
時
刻
』
に
登
場
す
る
。
物
語
は
遠

藤
と
お
ぼ
し
き
主
人
公
・
明
石
が
、
入
院
生
活
を
送
る
様
子
を
基
盤
と
し

て
進
み
、
入
院
中
の
明
石
の
意
識
は
、
病
気
で
死
ぬ
と
い
う
こ
と
を
ど
う

や
っ
て
自
ら
の
人
生
の
完
結
の
様
と
し
て
納
得
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を

中
心
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
納
得
の
さ
せ
方
が
、
こ
の
作
品
の
特
徴
だ
ろ

う
。
「
戦
中
派
」
と
し
て
設
定
さ
れ
る
明
石
は
、
作
中
執
拗
に
「
病
室
で

死
ぬ
」
と
い
う
こ
と
と
「
第
二
次
世
界
大
戦
で
の
戦
死
」
を
重
ね
合
わ
せ
、

戦
地
に
赴
く
こ
と
の
な
か
っ
た
自
身
と
比
べ
る
こ
と
な
ぞ
戦
死
し
た
も
の

た
ち
を
思
え
ば
不
遜
で
あ
る
と
逡
巡
し
つ
つ
も
、
「
死
」
と
隣
り
合
わ
せ

に
あ
る
病
床
の
身
の
日
常
を
、
こ
と
あ
る
事
に
戦
争
体
験
と
結
び
つ
け
、

再
び
「
戦
争
」
を
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
る(

頁
、

34

～

頁
、

～

頁
、

～

頁
、

頁
、

頁
、

頁
）
。
む
ろ
ん
、
「
戦
争
」

54

55

63

67

91

93

159

209

249

が
兵
士
に
強
い
た
孤
独
な
死
の
形
に
比
べ
れ
ば
、
病
院
で
の
死
に
は
、
少

な
く
と
も
「
死
」
に
抵
抗
す
る
人
間
の
生
き
様
（
「
夫
婦
に
よ
る
連
帯
感
」
105

～

頁
）
が
あ
り
、
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
と
自
戒
し
つ
つ
も
、
明
石
は

106
自
ら
の
死
と
戦
場
で
の
死
の
場
面
を
、
病
室
で
比
較
考
察
す
る
。
そ
ん
な



彼
は
、
入
院
中
の
仲
間
の
死
を
、
以
下
の
描
写
を
も
っ
て
し
る
。

あ
る
夜
の
こ
と
だ
っ
た
。
入
院
し
た
最
初
の
夜
と
同
じ
よ
う
に
、
彼

は
一
つ
の
声
に
よ
っ
て
目
が
さ
め
た
。
部
屋
の
中
は
真
暗
で
本
間
さ

ん
も
井
口
君
も
開
沢
君
も
、
か
す
か
な
寝
息
を
た
て
眠
っ
て
い
た
。

／
声
は
風
に
乗
っ
て
廊
下
の
奥
の
方
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。
は
じ
め

は
、
ま
た
誰
か
が
死
ん
だ
た
め
に
近
親
者
が
泣
い
て
い
る
の
か
と
思

っ
て
目
を
さ
ま
す
と
、
泣
声
で
は
な
く
、
泣
声
よ
り
も
呻
き
声
の
よ

う
で
ま
る
で
犬
の
遠
吠
え
に
似
て
い
た
。
途
切
れ
て
は
、
ま
た
続
き
、

続
い
て
は
ま
た
途
切
れ
る
。（
略
）
／
病
室
に
戻
る
と
、
真
暗
な
空
間

の
中
に
眼
を
大
き
く
あ
け
て
、
明
石
は
今
の
若
い
看
護
婦
の
何
気
な

く
言
っ
た
言
葉
を
考
え
て
い
た
。
病
棟
の
中
は
静
ま
り
か
え
り
、
あ

の
咆
吼
の
よ
う
な
呻
き
声
は
し
ん
と
な
く
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
い

た
。（
略
）
我
々
が
何
か
、
苦
痛
や
不
幸
に
ぶ
つ
か
る
と
き
、
そ
の
感

覚
は
な
ま
な
ま
し
い
か
ら
、
ど
ん
な
人
間
も
自
分
だ
け
が
こ
の
苦
痛

を
蒙
っ
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
捉
わ
れ
る
こ
と
を
彼
は
知
っ
て
い

た
。
不
幸
や
苦
痛
は
そ
れ
が
ど
ん
な
種
類
の
も
の
で
あ
れ
、
人
間
に

孤
独
感
を
同
時
に
与
え
る
も
の
だ
。
そ
し
て
こ
の
孤
独
感
が
さ
ら
に

苦
痛
や
不
幸
の
感
情
を
増
大
す
る
。（

～

頁
）

93

96

病
院
で
の
死
は
、
夜
の
闇
と
と
も
に
「
咆
吼
」
の
よ
う
な
「
呻
き
声
」
と

し
て
明
石
に
届
き
、
彼
は
そ
の
「
呻
き
声
」
を
聞
き
な
が
ら
、
真
っ
暗
な

病
室
で
「
死
」
に
怯
え
る
「
孤
独
感
」
は
、
「
人
間
の
苦
痛
や
不
幸
」(

96

頁
）
を
増
大
さ
せ
る
の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
こ
の

「
孤
独
感
」
を
和
ら
げ
、
人
間
が
死
ぬ
と
い
う
こ
と
に
私
た
ち
が
抵
抗
す

る
一
つ
の
形
に
、「
夫
婦
が
手
を
握
り
あ
」
う
し
か
な
い
人
間
の
行
為
（
連

帯
感
）
が
あ
り
、
そ
こ
に
明
石
は
「
人
間
の
素
晴
ら
し
さ
」（

頁
）
を
認

106

め
る
（
「
病
室
に
聞
こ
え
て
き
た
獣
の
吼
え
る
声
」
（
初
出
『
私
の
イ
エ
ス
』
祥
伝
社

昭

年

月
）
）
か
ら
、
こ
の
描
写
が
実
際
の
病
床
体
験
か
ら
得
た
着
想
で
あ
ろ
う
こ
と

51

7

が
う
か
が
え
る
）
。

こ
の
「
病
院
で
の
死
」
の
描
写
は
、
『
満
潮
の
時
刻
』
に
先
ん
ず
る
こ

と
五
年
前
、
短
編
「
葡
萄
」
で
も
同
じ
よ
う
に
創
ら
れ
て
い
る
。
夜
、
寝

静
ま
っ
た
病
棟
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
「
呻
き
声
」
に
耳
を
澄
ま
し
、
病
気

で
死
ぬ
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
思
い
悩
む
な
か
に
、
「
死
の
恐
怖
」
を
和

ら
げ
、
死
を
迎
え
る
人
間
た
ち
の
抵
抗
の
一
つ
の
あ
り
よ
う
と
し
て
、「
手

を
握
り
あ
」
い
「
孤
独
感
」
を
和
ら
げ
る
こ
と
に
「
死
」
に
対
す
る
救
い

（
抵
抗
）
を
託
し
、
か
つ
人
間
が
死
ぬ
こ
と
の
意
味
を
見
出
す
。
「
葡
萄
」

で
夫
婦
の
連
帯
感
に
救
い
を
託
し
た
遠
藤
は
、
そ
の
後
『
哀
歌
』
所
収
短

編
に
お
い
て
、
さ
ら
に
動
物
た
ち
の
眼
や
妻
の
眼
を
借
り
、
病
死
の
苦
し

み
や
哀
し
み
に
寄
り
添
う
基
督
の
眼
差
し
を
提
示
し
た
。
そ
し
て
こ
の
病

室
に
降
り
注
ぐ
眼
差
し
は
『
満
潮
の
時
刻
』
で
も
登
場
（
「
九
官
鳥
」

～
191

192

頁
、
「
犬
の
眼
」

～

頁
、
「
十
姉
妹
の
眼
」

頁
）
し
、
明
石
は
こ
れ
ら
動
物

193

194

196

た
ち
の
眼
に
惹
か
れ
る
の
は
、
そ
の
眼
差
し
が
「
人
間
の
生
活
と
よ
ぶ
も

の
、
人
生
と
よ
ぶ
も
の
（
略
）
を
悲
し
み
な
が
ら
愛
し
」（

頁
）
て
い
る

197

か
ら
な
の
だ
と
確
信
す
る
。

だ
が
、
明
石
が
「
病
室
で
の
死
」
へ
の
希
望
的
相
似
形
と
し
て
追
体
験

し
よ
う
と
し
た
「
戦
争
で
の
死
」
の
場
面
に
、
そ
う
し
た
眼
差
し
が
入
り

込
む
余
地
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
『
満
潮
の
時
刻
』
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
で
、
退
院
し
た
明
石
が
、
入
院
中
の
夢
に
誘
わ
れ
て
長
崎
旅

行
に
赴
き
、
踏
絵
を
見
る
場
面
の
描
か
れ
方
に
か
か
っ
て
い
る
。



明
石
は
そ
の
踏
絵
の
前
に
た
っ
た
一
人
の
男
を
想
い
う
か
べ
る
。

（
略
）
眼
を
あ
け
て
も
う
一
度
、
踏
絵
を
見
る
。(

略)

そ
れ
は
衰
弱

し
、
消
耗
し
そ
し
て
哀
し
そ
う
な
眼
で
じ
っ
と
こ
ち
ら
を
む
い
て
い

る
基
督
の
顔
だ
っ
た
。
人
間
と
同
じ
よ
う
に
、
み
じ
め
で
孤
独
な
基

督
の
顔
だ
っ
た
。／
そ
の
眼
差
し
は
決
し
て
恨
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。

自
分
の
顔
に
足
を
か
け
る
も
の
を
憎
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。
／
（
私

は…
…

お
ま
え
の
足
の
痛
み
を
知
っ
て
い
る
。
お
前
が
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
ぬ
の
な

ら
踏
み
な
さ
い
。
私
の
顔
に
足
を
か
け
る
の
だ
。
も
し
、
お
前
を
愛
す
る
者
が
私

と
同
じ
立
場
に
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
人
は
私
と
同
じ
こ
と
を
い
う
だ
ろ
う
。
踏
み

な
さ
い
。
足
を
か
け
な
さ
い
。
）
／
こ
の
声
が
静
ま
り
か
え
っ
た
部
屋
の

中
で
明
石
に
ふ
と
聞
え
た
。
／
九
官
鳥
の
眼

…
…

あ
あ
、
こ
の
基

督
の
眼
差
し
は
あ
の
病
院
の
九
官
鳥
の
眼
と
同
じ
だ
っ
た
。
彼
が
少

年
時
代
に
雨
の
日
の
雑
木
林
の
ふ
ち
で
、
う
ず
く
ま
っ
た
犬
の
眼
の

中
に
発
見
し
た
も
の
と
同
じ
だ
っ
た
。
明
石
は
硝
子
ケ
ー
ス
に
両
手

を
あ
て
た
ま
ま
長
い
間
、
動
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
病
院
の
な
か
で

彼
が
体
験
し
た
も
の
が
、
今
、
よ
う
や
く
焦
点
を
結
び
つ
つ
あ
る

…
…

。（

～

頁
）

273

274

踏
絵
を
踏
ん
だ
も
の
た
ち
へ
思
い
を
馳
せ
、
「
踏
み
な
さ
い
。」
と
い
う
声

が
聞
こ
え
た
明
石
は
、
病
院
で
苦
し
み
を
打
ち
明
け
た
九
官
鳥
の
眼
や
自

殺
し
た
飼
い
主
を
じ
っ
と
見
つ
め
続
け
て
い
た
犬
の
眼
に
、
踏
絵
の
基
督

の
眼
差
し
を
思
い
合
わ
せ
、
「
病
院
で
体
験
し
た
も
の
が
」
明
石
の
内
部

で
「
焦
点
を
結
」
ぶ
。
こ
れ
は
、
先
述
し
た
『
哀
歌
』
初
版
あ
と
が
き
や

文
庫
版
あ
と
が
き
で
作
家
自
身
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
と
同
等
で
あ
ろ
う

（
こ
の
意
味
に
お
い
て
佐
藤
泰
正
は
「
解
説
」（
『
作
家
の
自
伝

遠
藤
周
作
』
日
本
図

98

書
セ
ン
タ
ー

平

年

月

～

頁
）
で
『
満
潮
の
時
刻
』
を
「
『
沈
黙
』
と
は
表

11

4

229

230

裏
一
体
と
位
置
づ
け
る
）
。

だ
が
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
「
そ
れ
ら
病
院
の
な
か
で
明
石
が
体
験

し
た
も
の
」
が
、
ど
こ
ま
で
を
内
包
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先

に
示
し
た
通
り
、
明
石
は
病
院
で
の
死
を
、
常
に
戦
争
に
お
け
る
死
に
な

ぞ
ら
え
て
意
識
し
て
い
た
は
ず
だ
。
だ
が
、
こ
こ
で
「
そ
れ
ら
病
院
の
な

か
で
」
と
語
ら
れ
る
「
そ
れ
ら
」
が
指
す
の
は
、
直
前
の
「
病
院
の
九
官

鳥
の
眼
」
と
病
院
の
な
か
で
思
い
出
し
た
「
少
年
時
代
に
（
略
）
犬
の
眼

に
発
見
し
た
も
の
」
で
あ
る
。
既
に
『
哀
歌
』
所
収
短
編
で
示
し
た
こ
れ

ら
遠
藤
流
基
督
の
眼
差
し
は
、
病
院
で
の
死
の
苦
し
み
の
同
伴
者
に
は
な

り
え
る
。
だ
が
遠
藤
は
、
『
哀
歌
』
で
取
り
組
ん
だ
病
院
で
の
死
の
場
面

を
、
さ
ら
に
『
満
潮
の
時
刻
』
で
踏
み
込
み
、
病
室
で
死
ぬ
こ
と
に
戦
争

で
の
死
を
重
ね
提
示
し
た
。
だ
が
、
こ
の
引
用
部
分
で
指
示
さ
れ
て
い
る

の
は
、
そ
の
思
索
の
幅
を
も
含
む
「
病
院
の
な
か
で
の
体
験
」
な
の
だ
ろ

う
か
。
果
た
し
て
、
病
室
で
の
死
の
不
安
を
和
ら
げ
る
術
と
し
て
作
中
で

提
示
さ
れ
た
行
為
（
九
官
鳥
の
眼
差
し
に
導
か
れ
る
よ
う
に
誰
に
も
打
ち
明
け
ら
れ

な
い
悩
み
を
九
官
鳥
に
話
し
か
け
る
こ
と
）
や
「
死
」
に
抵
抗
す
る
術
（
夫
婦
で

手
を
握
り
合
う
こ
と
）
が
介
在
す
る
場
が
、
戦
場
で
の
死
の
場
面
に
は
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。

『
満
潮
の
時
刻
』
を
読
む
限
り
、
戦
場
で
の
兵
士
の
死
は
、「
無
人
の
ジ

ャ
ン
グ
ル
の
中
で
置
き
ざ
り
に
さ
れ
た
ま
ま
、
自
決
す
る
」
情
景
が
想
定

さ
れ
、
そ
の
「
悲
惨
さ
に
意
味
が
あ
る
の
か
」（

頁
）
と
明
石
は
自
問
す

67

る
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
一
人
ぼ
っ
ち
で
死
ん
で
い
く
。
こ
こ
に
、
自
分
以
外

の
何
か
、
誰
か
と
連
が
る
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り



遠
藤
は
戦
場
を
、
動
物
の
眼
に
も
仲
間
同
士
の
連
帯
感
に
も
有
効
性
を
見

い
だ
せ
な
い
空
間
と
し
て
描
い
て
い
る
。
動
物
の
眼
や
仲
間
同
士
の
連
帯

感
は
、
そ
の
先
に
あ
る
基
督
の
眼
差
し
を
感
じ
る
た
め
の
鍵
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
ら
が
剥
奪
さ
れ
た
空
間
な
の
だ
。
と
す
れ

ば
、
こ
の
引
用
部
分
の
「
病
室
で
の
体
験
」
に
は
、
戦
争
を
追
体
験
し
よ

う
と
し
た
思
索
の
幅
ま
で
は
含
ま
れ
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

『
沈
黙
』
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
作
家
の
意
識
に
あ
っ
た
、
自
ら
の

戦
争
体
験
を
重
ね
た
第
二
次
世
界
大
戦
下
の
「
死
」
を
前
に
し
て
ど
う
生

き
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
、
真
摯
に
取
り
組
み
は
し
た
も
の
の
そ
こ
に

人
間
的
な
意
味
（
救
い
）
ま
で
は
導
き
出
せ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も

な
ろ
う
。
だ
が
、
遠
藤
が
『
満
潮
の
時
刻
』
に
お
い
て
、「
病
室
で
の
死
」

の
場
面
を
、
戦
時
下
と
の
い
び
つ
な
相
似
形
を
強
調
し
て
創
作
し
た
こ
と

は
興
味
深
い
。
作
中
で
そ
の
二
つ
を
相
似
形
と
し
て
描
き
出
し
な
が
ら
、

「
病
室
で
の
死
」
に
は
「
死
へ
の
抵
抗
」
も
し
く
は
「
心
の
安
ら
ぎ
（
救

い
）
」
の
さ
ま
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
、
「
戦
争
で
の
死
」
に
は
、
死
へ

の
抵
抗
の
様
を
提
示
し
え
な
か
っ
た
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
十
六
番
館
の
踏
絵
の
前
で
『
沈
黙
』
へ
の
ス
タ

ー
ト
地
点
に
立
っ
た
遠
藤
の
眼
前
に
は
、
禁
教
下
で
思
想
信
条
の
変
更
を

迫
ら
れ
た
者
と
第
二
次
世
界
大
戦
下
で
思
想
信
条
に
規
制
を
か
け
ら
れ
た

者
た
ち
が
抱
き
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
加
え
て
、『
哀
歌
』

あ
と
が
き
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、病
床
体
験
を
も
と
に
書
い
た
短
編
が
『
沈

黙
』
と
同
心
円
を
描
い
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、『
満
潮
の
時
刻
』（
「
病
室

で
の
死
」
「
戦
場
で
の
死
」
）
は
、
『
沈
黙
』（
「
禁
教
下
で
の
死
」
）
へ
の
ス
テ
ッ
プ

で
も
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
『
沈
黙
』
の
現
代
版
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
る
で
コ
イ
ン
の
裏
表
を
な
す
よ
う
に
、
時
空
間

の
違
う
場
面
設
定
を
も
っ
て
創
ら
れ
た
『
満
潮
の
時
刻
』
と
『
沈
黙
』
の

「
死
」
の
場
面
は
、
似
通
っ
た
表
現
と
場
面
を
も
っ
て
創
ら
れ
て
い
る
。

・
『
沈
黙
』
の
場
合

『
沈
黙
』
に
お
け
る
「
死
」
の
意
味
、
そ
れ
は
、
踏
絵
を
踏
む
か
踏
ま

な
い
か
の
選
択
の
場
面
を
通
し
て
描
か
れ
る
。
『
沈
黙
』
で
も
『
満
潮
の

時
刻
』
や
短
編
「
葡
萄
」
と
同
様
に
、
夜
の
闇
の
な
か
で
、
咆
吼
の
よ
う

な
呻
き
声
を
聴
く
。

遠
く
で
何
か
声
が
す
る
。
二
匹
の
犬
が
争
っ
て
い
る
よ
う
な
唸
り
声

で
、
耳
を
す
ま
す
と
そ
の
声
は
す
ぐ
消
え
、
し
ば
ら
く
し
て
、
ま
た

長
く
続
い
た
。（
略
）
だ
れ
か
の
鼾
だ
と
わ
か
っ
た
（
略
）
／
閂
を
は

ず
す
音
が
す
る
。
誰
か
が
遠
く
か
ら
急
ぎ
足
で
こ
ち
ら
に
近
づ
い
て

く
る
。（
略
）
／
通
辞
だ
っ
た
。(

略)

／
「
私
は
た
だ
、
あ
の
鼾
を
」

と
司
祭
は
闇
の
中
で
答
え
た
。
／
突
然
、
通
辞
は
お
ど
ろ
い
た
よ
う

に
黙
っ
た
（
略
）
／
「
あ
れ
は
、
鼾
で
は
な
い
。
穴
吊
り
に
か
け
れ

ら
た
信
徒
た
ち
の
呻
い
て
い
る
声
だ
」（
略
）
／
そ
の
言
葉
が
終
る
と

ふ
た
た
び
鼾
の
よ
う
な
声
が
高
く
低
く
耳
に
伝
わ
っ
て
き
た
。い
や
、

も
う
そ
れ
は
鼾
の
よ
う
な
声
で
は
な
く
、
穴
に
逆
さ
に
吊
ら
れ
た
者

た
ち
の
力
尽
き
た
息
た
え
だ
え
の
呻
き
声
だ
と
い
う
こ
と
が
、
司
祭

に
も
今
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
た
。
／(

略)

自
分
は
そ
れ
に
気
が
つ
き

も
せ
ず
、
祈
り
も
せ
ず
、
笑
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。(

略)

自
分
だ
け

が
こ
の
夜
あ
の
人
と
同
じ
よ
う
に
苦
し
ん
で
い
る
の
だ
と
傲
慢
に
も

信
じ
て
い
た
。
だ
が
自
分
よ
り
も
も
っ
と
あ
の
人
の
た
め
に
苦
痛
を



受
け
て
い
る
者
が
す
ぐ
そ
ば
に
い
た
の
で
あ
る
。（
略
）
頭
の
中
で
、

自
分
で
は
な
い
別
の
声
が
呟
き
つ
づ
け
て
い
る
。（
そ
れ
で
も
お
前
は
司

祭
か
。
他
人
の
苦
し
み
を
引
き
う
け
る
司
祭
か
）
主
よ
。
な
ぜ
、
こ
の
瞬
間

ま
で
あ
な
た
は
私
を
か
ら
か
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
と
彼
は
叫
び
た
か

っ
た
。（
略
）
こ
の
呻
き
声
は
今
、
な
ぜ
、
あ
な
た
が
い
つ
も
黙
っ
て

い
る
の
か
と
訴
え
て
い
る
。（
「
沈
黙
」
（
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集
２
』
新
潮
社

平

年

月

～

頁
））
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6
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ロ
ド
リ
ゴ
は
、
志
を
同
じ
く
す
る
者
が
拷
問
に
よ
る
「
死
」
に
晒
さ
れ
て

い
る
苦
し
み
を
、
夜
の
闇
の
中
で
「
呻
き
声
」（
「
鼾
」
）
を
通
し
て
し
ら
さ

れ
る
。
ロ
ド
リ
ゴ
が
夜
の
闇
の
中
で
呻
き
声
に
耳
を
澄
ま
せ
、
結
果
と
し

て
仲
間
の
「
死
（
の
苦
し
み
）
」
の
匂
い
を
嗅
が
さ
れ
る
。
こ
の
描
写
は
、

『
満
潮
の
時
刻
』
に
お
い
て
、
明
石
が
夜
中
の
病
室
で
、
他
の
入
院
患
者

た
ち
の
死
（
も
し
く
は
死
へ
向
か
う
苦
し
み
）
を
「
呻
き
声
」
を
も
っ
て
感
知

す
る
場
面
を
、
『
沈
黙
』
の
舞
台
設
定
に
合
わ
せ
て
置
換
し
た
も
の
と
言

え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
呻
き
声
」
の
先
に
、
神
を
志
向
し
、
ロ
ド
リ
ゴ

は
「
踏
む
が
い
い
」
と
い
う
踏
絵
の
摩
滅
し
た
基
督
の
声
を
聴
く
の
だ
。

「
死
」
は
、
「
死
」
に
向
か
う
も
の
た
ち
の
苦
し
み
や
哀
し
さ
は
、
「
呻
き

声
」
を
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

「
呻
き
声
」
の
彼
方

―
「
病
室
」・
「
禁
教
下
」・
「
戦
場
」

『
沈
黙
』
で
は
「
呻
き
声
」
を
聞
く
こ
と
で
ロ
ド
リ
ゴ
は
真
の
愛
の
行

為
に
踏
み
出
し
、
摩
滅
し
た
踏
絵
の
基
督
か
ら
、
許
し
の
神
の
声
を
き
く
。

ま
た
『
満
潮
の
時
刻
』
で
は
「
呻
き
声
」
に
耳
を
澄
ま
す
こ
と
で
、
明
石

が
病
室
で
人
間
が
死
ぬ
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
思
惟
し
、
誰
に
も
言
え
な

い
悩
み
を
九
官
鳥
に
打
ち
明
け
、
ま
た
夫
婦
が
手
を
握
り
あ
う
こ
と
に
人

間
が
死
ぬ
こ
と
の
意
味
を
捉
え
、
基
督
と
同
じ
眼
差
し
を
感
じ
る
。
彼
ら

は
、
仲
間
が
死
ぬ
こ
と
の
苦
し
み
を
「
呻
き
声
」
の
も
と
に
感
じ
、
そ
の

声
に
敏
感
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
る
の
だ
。

遠
藤
は
、
こ
う
し
た
「
闇
」
か
ら
響
い
て
く
る
「
（
呻
き
）
声
」
に
初
期

の
作
品
か
ら
耳
を
澄
ま
せ
る
こ
と
で
作
品
を
創
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
遠

藤
周
作
の
初
の
長
編
小
説
に
『
青
い
小
さ
な
葡
萄
』
が
あ
る
。
『
青
い
小

さ
な
葡
萄
』
は
、
遠
藤
が
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
に
実
地
検
分
し
た
第
二
次
世

界
大
戦
中
、
正
義
の
名
の
も
と
に
行
わ
れ
た
同
胞
虐
殺
事
件
の
あ
っ
た
フ

ォ
ン
ス
の
井
戸
を
見
に
行
っ
た
体
験
を
も
と
に
書
か
れ
て
い
る
。

在
仏
日
本
人
で
料
理
屋
の
給
仕
係
を
務
め
る
伊
原
の
も
と
を
、
第
二
次

世
界
大
戦
中
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
よ
る
拷
問
を
う
け
な
が
ら
も
そ
こ
に
居
合

わ
せ
た
娘
ス
ザ
ン
ヌ
・
パ
ス
ト
ル
の
あ
る
行
為
に
よ
っ
て
命
拾
い
し
た
ド

イ
ツ
人
神
学
生
・
ハ
ン
ツ
が
客
と
し
て
訪
れ
る
。
伊
原
は
、
ス
ザ
ン
ヌ
の

そ
の
後
を
探
し
歩
く
ハ
ン
ツ
の
話
を
、
人
種
は
違
え
ど
同
じ
敗
戦
国
の
人

間
と
し
て
興
味
深
く
聞
く
。
伊
原
は
、
ハ
ン
ツ
と
と
も
に
ス
ザ
ン
ヌ
の
墓

を
探
し
に
行
く
。
墓
に
行
く
た
め
に
は
「
む
か
し
、
ロ
ー
マ
人
が
リ
ヨ
ン

を
征
服
し
た
時
（
略
）
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
虐
殺
し
た
」（
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集

１
』
（
新
潮
社

平

年

月

頁
）
）
円
形
劇
場
の
跡
を
通
ら
ね
ば
な
ら
な

11

4

50

か
っ
た
。
そ
の
と
き
道
案
内
人
ク
ロ
ス
ヴ
ス
キ
イ
か
ら
ハ
ン
ツ
が
次
の
よ

う
に
問
い
か
け
ら
れ
る
の
を
、
伊
原
は
見
る
。

「
足
も
と
を
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
も
う
十
何
世
紀
も
前
、
ハ
ン
ツ

君
、
ぼ
く
等
の
た
っ
て
い
る
所
で
は
基
督
教
徒
が
虐
殺
さ
れ
た
の
で

す
。
こ
の
地
面
に
は
彼
等
の
血
が
染
み
こ
ん
で
い
る
の
で
す
ぜ
。
／



ぼ
く
は
こ
こ
に
夜
、
来
る
の
が
好
き
で
ね
。
こ
こ
に
来
る
と

―
ハ

ン
ツ
君

―
あ
の
収
容
所
の
頃
を
思
い
だ
す
ん
で
す
よ
。
お
な
じ
よ

う
な
処
刑
、お
な
じ
よ
う
な
血
の
こ
と
を
思
い
だ
す
の
で
す
か
ら
ね
。

お
な
じ
よ
う
な
処
刑
、
お
な
じ
よ
う
な
血
の
こ
と
を
思
い
だ
す
の
で

す
か
ら
ね
。
／
こ
こ
は
今
、
皆
、
雪
に
埋
も
れ
て
、
怖
ろ
し
い
ほ
ど

静
か
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ニ
ュ
ー
エ
ン
ベ
ル
グ
の
収
容
所
も
今
ご

ろ
は
こ
の
通
り
で
す
か
。
拷
問
室
、
ガ
ス
部
屋
、
絞
首
台
も
、
雪
に

消
え
て
し
ま
う
わ
け
で
す
か
。
わ
か
っ
て
い
ま
す
よ
。
そ
う
で
な
く

っ
ち
ゃ
、
世
の
中
は
う
ま
く
運
び
ま
せ
ん
か
ら
ね
え
。
死
ん
だ
者
は

黙
ら
せ
て
お
く
に
限
り
ま
す
よ
。
だ
が
、
ハ
ン
ツ
君
、
も
し
ガ
ス
部

屋
や
絞
首
台
で
殺
さ
れ
た
幾
十
万
人
の
人
間
た
ち
が
、
こ
の
闇
の
中

に
集
ま
っ
て
、
叫
び
は
じ
め
た
ら
、
ど
う
し
ま
す
か
ね
。
彼
等
は
あ

の
収
容
所
で
受
け
た
恐
怖
や
拷
問
や
死
を
償
っ
て
く
れ
、
納
得
の
い

く
ま
で
償
っ
て
く
れ
と
叫
ん
で
い
る
ん
で
す
ぜ
。
／
生
き
残
っ
た
連

中
は
戦
争
裁
判
や
民
主
主
義
や
未
来
の
平
和
で
す
べ
て
を
始
末
し
た

つ
も
り
か
知
ら
な
い
が
、死
ん
だ
人
間
の
苦
し
み
は
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
、

も
と
へ
戻
ら
な
い
。」(

頁)

52

後
に
こ
の
言
葉
は
、
拷
問
に
よ
っ
て
な
く
し
た
右
腕
の
治
療
で
通
院
中
の

ハ
ン
ツ
の
の
脳
裏
に
、
病
院
の
映
写
会
で
「
ユ
ダ
ヤ
人
を
処
分
し
た
収
容

所
ガ
ス
部
屋
」（

頁
）
の
シ
ー
ン
を
見
た
際
、
蘇
る
。
ま
た
フ
ォ
ン
ス
の

63

井
戸
を
見
に
行
っ
た
場
面
に
お
い
て
、
井
戸
の
「
闇
を
直
視
す
る
」
伊
原

の
頭
の
中
に
も
、
「
憤
怒
と
も
呪
詛
と
も
つ
か
ぬ
群
衆
の
声
」（

頁
）
と

86

し
て
蘇
る
。
そ
し
て
「
ど
っ
ち
が
正
し
い
の
か
わ
か
り
ゃ
し
な
い
」（

頁
）

24

殺
し
合
い
の
末
、
「
死
ん
だ
人
間
の
苦
し
み
」
の
声
に
、
伊
原
は
井
戸
の

闇
を
凝
視
し
な
が
ら
耳
を
澄
ま
す
。

こ
の
『
青
い
小
さ
な
葡
萄
』
に
お
け
る
「
戦
争
に
お
け
る
死
」
の
描
写

（
「
闇
」
か
ら
聞
こ
え
る
「
叫
び
声
」
）
は
、
前
章
ま
で
で
示
し
た
『
満
潮
の
時

刻
』
、『
沈
黙
』
で
描
か
れ
た
「
病
室
で
の
死
」
、
「
禁
教
下
で
の
死
」
の
描

写
の
基
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
『
青
い
小
さ
な
葡
萄
』
を
振
り
返
れ
ば
、

作
中
冒
頭
、
伊
原
は
戦
後
間
も
な
い
リ
ヨ
ン
に
お
け
る
人
々
の
声
を
「
呻

き
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

雨
に
ぬ
れ
た
顔
を
ハ
ン
カ
チ
で
拭
い
、
彼
は
霧
の
臭
い
を
大
き
く
吸

い
こ
ん
だ
。
／
霧
は
塵
埃
と
汚
物
と
の
浮
い
た
ソ
ー
ヌ
河
の
ド
ス
黒

い
臭
気
を
ふ
く
ん
で
い
る
、
広
場
の
む
こ
う
に
リ
ヨ
ン
の
街
が
闇
の

な
か
に
眠
っ
て
い
る
。そ
れ
は
大
き
な
、
疲
れ
た
獣
の
よ
う
に
ポ
ン
・

ド
・
シ
ョ
ル
イ
の
沼
沢
地
帯
ま
で
拡
が
っ
て
い
る
。
／
無
数
の
人
間

が
、
男
女
が
、
こ
の
夜
、
湿
っ
た
ベ
ッ
ド
の
上
に
孤
り
ぽ
っ
ち
で
、

ひ
と

あ
る
い
は
た
が
い
に
絡
み
あ
い
な
が
ら
呻
い
て
い
る
。
冬
の
リ
ヨ
ン

の
夜
空
に
は
一
屑
の
星
も
な
い
。
彼
等
の
呻
き
も
う
つ
ろ
な
顔
も
や

が
て
こ
の
霧
の
な
か
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
し
ま
う
。（

頁
）

12

だ
が
、
戦
争
を
背
景
と
し
た
こ
の
「
闇
」
か
ら
聞
こ
え
る
「
叫
び
声
（
呻

き
声
）
」（
他
に
戦
争
で
殺
さ
れ
た
「
マ
ニ
ラ
の
群
衆
の
呻
き
声
」

頁
）
の
先
に
は
、

34

『
満
潮
の
時
刻
』（
病
院
）
や
『
沈
黙
』（
禁
教
下
）
と
は
違
い
、
遠
藤
が
提

示
す
る
独
自
の
基
督
の
眼
差
し
は
差
し
込
ま
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、「
フ

ォ
ン
ス
の
闇
の
井
戸
も
犯
す
こ
と
の
で
き
な
い
（
略
）
人
間
の
運
命
に
反

抗
す
る
た
だ
一
つ
の
路
」（

頁
）
を
み
ず
か
ら
で
創
り
上
げ
な
け
れ
ば
な

88

ら
な
い
と
い
う
決
意
が
示
さ
れ
る
。

遠
藤
が
、
戦
争
と
い
う
場
面
に
お
け
る
拷
問
や
虐
殺
の
「
死
」
に
、
な



ん
ら
か
の
肯
定
的
な
意
味
を
見
出
し
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
留
学

期
か
ら
抱
え
た
サ
ド
へ
の
関
心
を
み
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
し
る
（
拙
稿

「
遠
藤
周
作
に
と
っ
て
の
「
悪
」

―
昭
和

年
代
ま
で
の
戦
争
へ
の
態
度
と
サ
ド
理
解

30

を
中
心
に
」
（
「
遠
藤
周
作
文
学
研
究
」
平

年

月
）
参
照
）
。
さ
ら
に
は
戦
時
下

22

9

に
お
け
る
奇
跡
的
な
愛
の
行
為
を
示
す
こ
と
の
で
き
た
強
者
の
死
に
つ
い

て
で
あ
れ
ば
、
遠
藤
は
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ツ
で
妻
子
あ
る
者
の
身
代
わ
り
と

な
っ
て
ガ
ス
室
へ
赴
い
た
コ
ル
ベ
神
父
を
、
畏
敬
の
念
を
込
め
後
年
「
女

の
一
生

二
部
」（
「
朝
日
新
聞
」
昭

年

月

日
～
昭

年

月

日
）
で
詳

56

7

3

57

2

7

細
に
描
い
た
。
だ
が
、『
沈
黙
』
の
初
源
に
あ
っ
た
作
者
の
意
識
は
、
「
人

間
が
肉
体
的
な
暴
力
に
よ
っ
て
自
分
の
信
念
や
思
想
を
た
や
す
く
曲
げ
て

い
っ
た
」（
「
沈
黙
の
声
」

～

頁
）
弱
者
と
の
重
な
り
合
い
の
上
に
成
立
し

16

17

て
い
た
。
戦
争
に
お
け
る
「
弱
者
」
へ
の
救
い
と
の
格
闘
が
念
頭
に
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
意
識
の
源
流
の
一
つ
に
は
、
『
海
と
毒
薬
』
で
描
い

た
「
疲
れ
」
か
ら
生
体
解
剖
事
件
に
参
加
し
た
（
「
踏
絵
を
踏
ん
だ
」
）
勝
呂

の
続
編
を
書
き
た
い
と
願
っ
た
肺
結
核
再
発
前
の
操
作
意
欲
が
あ
る
。
だ

が
『
沈
黙
』
執
筆
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
あ
っ
た
二
つ
の
意
識
は
、
歴
史
を

舞
台
に
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
創
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

『
沈
黙
』
発
表
同
年
の
夏
、
第
二
次
世
界
大
戦
下
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ツ
収

容
所
で
行
わ
れ
た
大
惨
事
を
文
学
作
品
の
素
材
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
遠

藤
は
、
書
評
の
な
か
で
以
下
の
よ
う
な
認
識
を
示
し
て
い
る
。

戦
後
二
十
年
後
に
こ
の
地
獄
を
素
材
と
し
て
我
々
が
小
説
な
り
戯
曲

な
り
を
書
く
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
た
ん
な
る
報
告
、
ル
ポ
、
記

述
以
上
の
何
も
の
か
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
私
は
思
う
の

だ
。
つ
ま
り
た
ん
に
「
人
間
は
ど
こ
ま
で
堕
落
し
う
る
か
」
と
か
「
我

々
は
あ
の
事
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
よ
う
な
第
一
段
階
の

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ツ
考
察
は
既
に
終
っ
た
の
だ
と
思
う
。
／
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ツ
の
あ
の
よ
う
な
地
獄
世
界
が
他
の
世
紀
な
ら
ば
と
も
角
、
我

々
の
世
紀
に
、我
々
の
生
き
て
い
た
時
代
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

我
々
が
人
間
に
つ
い
て
悲
し
む
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
人
間
の

威
厳
、
人
間
の
自
由
、
人
間
を
救
う
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
義
務
を

我
々
に
要
求
す
る
筈
だ
。（
略
）
そ
れ
に
手
を
出
す
以
上
、
我
々
は
た

ん
に
歎
き
の
歌
だ
け
で
は
す
ま
さ
れ
ぬ
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
声
を

内
部
に
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
（
略
）
。
こ
の
人
間
た
ち
を
救
え
る
の
は

何
か
、
こ
の
人
間
た
ち
（
私
は
被
迫
害
者
だ
け
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ツ
で
女
や
老
人
や
子
供
を
殺
し
た
人
間
た
ち
を
指
し
て
い
る
の
で

あ
る
）
を
く
い
と
め
る
も
の
は
何
か
に
つ
い
て
根
本
的
な
、
本
質
的

な
方
向
を
考
え
ら
れ
る
作
家
の
み
が
こ
の
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ツ
に
つ
い

て
戯
曲
を
小
説
を
書
く
権
利
が
あ
る
の
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
た
ん
に

「
す
べ
て
は
ナ
チ
ズ
ム
の
せ
い
だ
」
と
か
「
す
べ
て
は
戦
争
の
せ
い

だ
」
と
か
「
二
度
と
戦
争
を
や
っ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
答
え
だ
け

で
す
ま
さ
れ
る
問
題
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。（
略
）
ま
だ
、
そ
れ
に
自

分
が
価
し
な
い
と
思
っ
た
作
家
は
あ
の
大
量
虐
殺
や
お
ぞ
ま
し
い
ガ

ス
室
や
子
供
の
死
や
、
そ
れ
か
ら
獣
の
よ
う
な
収
容
所
の
独
逸
人
た

ち
を
描
写
す
る
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
い
。
そ
れ
が
や
は
り
作
家
の

誠
実
さ
で
あ
る
（
略
）
。（
「
書
評

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ツ
は
素
材
に
で
き
る
か
」（
「
文

芸
」
昭

年

月
号

～

頁
））

41

8
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167

「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ツ
」
を
「
戦
争
」
や
「
第
二
次
世
界
大
戦
」
と
言
い
換

え
る
こ
と
に
は
か
な
り
の
戸
惑
い
と
危
険
性
を
覚
え
る
も
の
の
、
こ
こ
で



遠
藤
が
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ツ
を
素
材
に
す
る
「
作
家
の
誠
実
さ
」
だ
と
認
識

し
て
い
る
「
こ
の
人
間
た
ち
（
注
、
迫
害
し
た
者
も
さ
れ
た
者
も
）
を
救
え
る

の
は
何
か
（
略
）
に
つ
い
て
根
本
的
な
、
本
質
的
な
方
向
を
考
え
」
る
執

筆
に
対
す
る
姿
勢
と
同
様
の
取
り
組
み
が
、
戦
後
十
一
年
で
書
い
た
『
青

い
小
さ
な
葡
萄
』（
第
一
段
階
の
考
察
）
と
戦
後
二
十
年
経
っ
た
地
点
で
取
り

組
ん
だ
『
満
潮
の
時
刻
』
と
の
間
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
戦
後
二

十
年
の
時
点
（
『
満
潮
の
時
刻
』
）
で
は
、
戦
場
で
の
死
の
場
面
に
直
接
的
な

基
督
の
眼
差
し
（
「
救
い
」
）
を
見
出
す
こ
と
が
か
な
わ
な
か
っ
た
。
そ
の

直
後
、
歴
史
に
舞
台
を
採
っ
た
『
沈
黙
』
が
上
梓
さ
れ
る
。

終
わ
り
に

小
稿
で
は
『
沈
黙
』
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
遠
藤
の
思
い
と
と
も

に
、『
沈
黙
』
へ
の
前
奏
曲
と
な
っ
た
短
編
集
『
哀
歌
』
・
『
満
潮
の
時
刻
』

と
『
沈
黙
』
と
の
間
に
あ
る
有
機
的
な
連
関
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
、
遠
藤
の
『
沈
黙
』
執
筆
の
原
点
に
は
、
「
病
室
で
の
死
」
・
「
禁

教
下
の
死
」
・
「
戦
争
に
お
け
る
死
」
と
い
う
三
つ
の
場
面
が
想
定
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
『
満
潮
の
時
刻
』
『
沈
黙
』
『
青
い
小
さ
な
葡
萄
』

を
例
に
比
較
考
察
を
試
み
た
。
こ
れ
ら
を
見
て
い
く
と
、
『
沈
黙
』
以
前

に
抱
え
た
作
家
の
問
題
意
識
の
う
ち
、
戦
時
下
に
お
け
る
死
へ
の
救
い
を

取
り
残
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
、『
沈
黙
』
が
成
立
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
『
満
潮
の
時
刻
』
で
明
石
が
追
体
験
し
よ
う
と
し
た
戦
場
で
の

死
が
、
作
中
、
明
石
の
病
院
体
験
の
意
味
と
し
て
取
り
こ
ぼ
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
も
表
れ
て
い
よ
う
。
併
せ
て
、
広
石
廉
二
（
「
『
留
学
」

―
日
本
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
距
離
」
（
『
遠
藤
周
作
の
す
べ
て
』
所
収
）
が
、
『
沈
黙
』
へ
の
布
石

と
な
っ
た
『
留
学
』（
文
藝
春
秋
新
社

昭

年

月
）
の
な
か
に
は
、
作
者

39

6

が
「
「
海
と
毒
薬
」
の
な
か
で
勝
呂
や
戸
田
を
問
い
つ
め
た
」（

頁
）
厳

209

し
い
視
線
が
薄
れ
て
い
る
と
す
る
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
今
後
考
察
を
深

め
て
い
く
上
で
重
要
な
事
例
に
も
な
る
も
の
と
考
え
る
。

晩
年
の
述
懐
（
「
沈
黙
の
声
」
）
に
示
さ
れ
た
『
沈
黙
』
創
作
の
初
源
で
あ

る
禁
教
下
の
弱
者
た
ち
へ
の
思
い
と
戦
時
下
を
生
き
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

自
ら
の
体
験
の
融
合
は
、
あ
く
ま
で
「
ス
タ
ー
ト
地
点
」
で
あ
り
、
そ
こ

か
ら
先
の
道
筋
を
示
し
た
言
及
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
小
稿
の
指
摘
に
よ

っ
て
、
遠
藤
が
『
沈
黙
』
で
示
し
た
許
し
の
神
の
意
義
が
ゆ
ら
ぐ
も
の
で

は
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
考
え
る
の
は
、
遠
藤
が
小
説
家
と
し
て
の
出

発
し
た
留
学
期
に
抱
え
た
戦
争
と
死
へ
の
意
識
や
、
昭
和

年
代
の
執
筆

30

意
図
と
し
て
い
た
戦
中
派
の
戦
後
の
生
き
方
と
い
う
問
題
（「
あ
と
が
き
」『
あ

ま
り
に
碧
い
空
』
）
が
、
歴
史
に
舞
台
を
求
め
た
『
沈
黙
』
へ
と
繋
が
っ
て

い
っ
た
系
譜
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
遠
藤
が
執
筆
人
生
の
な
か
で
「
戦

争
で
の
死
に
救
い(

人
間
的
な
意
味
）
を
ど
の
よ
う
に
し
て
見
い
だ
そ
う
と

努
め
た
の
か
（
『
沈
黙
』
以
前
の
作
品
を
例
に
と
れ
ば
「
従
軍
司
祭
」
（
「
世
界
」
昭
34

年

月
号
）
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
）
」
、
思
い
悩
む
小
稿
の
意
識
の
源
泉
で
も

9
あ
る
。

『
沈
黙
』
で
は
、
禁
教
下
に
お
け
る
「
弱
者
」（
転
び
者
・
キ
チ
ジ
ロ
ー
）

に
も
一
条
の
光
が
降
り
注
ぐ
（

～

頁
、

頁
）
。
自
ら
の
弱
さ
か
ら
踏
絵

306

307

315

に
足
を
か
け
、
ま
た
ロ
ド
リ
ゴ
を
売
る
密
告
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
嘆
く
キ
チ
ジ
ロ
ー
の
描
写
と
、
『
青
い
小
さ
な
葡
萄
』
で
誰
も
殺
さ
な

か
っ
た
か
わ
り
に
独
逸
兵
（
ナ
チ
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に

捕
ま
り
拷
問
を
受
け
片
腕
を
な
く
し
た
基
督
教
徒
・
ハ
ン
ツ
の
神
へ
の
嘆



き
の
描
写
も
大
変
似
通
っ
て
い
る
（
「
こ
の
俺
は
転
び
者
だ
と
も
。
だ
と
て
一
昔

前
に
生
れ
あ
わ
せ
て
い
た
な
ら
ば
、
善
か
あ
切
支
丹
と
し
て
ハ
ラ
イ
ソ
に
参
っ
た
か
も
し

れ
ん
」
（
『
沈
黙
』

頁
）
「
（
な
ぜ
、
俺
を
こ
の
よ
う
な
時
代
に
生
れ
さ
せ
た
の
で
す
か

270

（
略
）
）
」
（
『
青
い
小
さ
な
葡
萄
』

頁
）
）
。
ま
た
、
『
哀
歌
』
所
収
短
編
の
一
つ

64

「
札
の
辻
」（
「
新
潮
」
昭

年

月
号
）
で
は
、
作
家
の
分
身
ら
し
き
主
人
公

38

11

が
、
戦
時
下
に
お
い
て
国
家
の
大
義
と
信
仰
の
は
ざ
ま
で
葛
藤
す
る
ユ
ダ

ヤ
系
ド
イ
ツ
人
修
道
士
の
ネ
ズ
ミ
と
と
も
に
江
戸
時
代
切
支
丹
た
ち
が
処

刑
さ
れ
た
智
福
寺
（
札
の
辻
）
や
小
伝
馬
町
へ
赴
い
た
と
き
の
記
憶
を
辿

り
、
戦
後
に
な
っ
て
ネ
ズ
ミ
が
処
刑
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
ダ
ハ
ウ
の
収

容
所
の
牢
獄
と
切
支
丹
た
ち
が
捕
ら
え
ら
れ
た
牢
獄
が
重
な
り
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
切
支
丹
弾
圧
と
自
分
が
生
き
た
時
代
を
引
き
合
わ
せ
る
。
こ

こ
に
は
、
「
沈
黙
の
声
」
で
示
さ
れ
た
十
六
番
館
の
踏
絵
を
み
た
（
昭

年
39

春
）
遠
藤
の
意
識
と
同
じ
テ
ー
マ
が
既
に
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
作
中
の

ネ
ズ
ミ
は
「
刑
場
に
行
く
前
に
踏
絵
で
も
な
ん
で
も
踏
む
に
ち
が
い
な
い

連
中
の
一
人
」（
『
哀
歌
』
初
版
本

頁
）
と
し
て
描
か
れ
る
た
め
、
先
行
研

232

究
で
は
弱
者
・
キ
チ
ジ
ロ
ー
の
原
型
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
『
沈
黙
』
後

の
書
き
下
ろ
し
長
編
『
死
海
の
ほ
と
り
』（
新
潮
社

昭

年

月
）
で
も
重

48

6

要
な
役
割
を
担
う
登
場
人
物
と
し
て
扱
わ
れ
る
（
川
島
秀
一
「
地
上
の
哀
し
さ

―
『
哀
歌
』

―
」（
『
遠
藤
周
作
〈
和
解
〉
の
物
語
』
和
泉
書
院

平

年

月
所
収
）
）
。

12

9

主
人
公
は
、
推
測
の
範
疇
で
は
あ
る
が
、
ネ
ズ
ミ
が
コ
ル
ベ
神
父
（
『
女
の

一
生

二
部
』
）
同
様
、
「
身
代
わ
り
に
な
っ
て
罰
を
う
け
て
死
」（

頁
）
ん

234

だ
こ
と
を
伝
え
聞
き
、
「
な
に
が
ネ
ズ
ミ
に
そ
ん
な
変
り
か
た
を
さ
せ

（
略
）
、
な
に
が
そ
ん
な
遠
い
地
点
ま
で
ネ
ズ
ミ
を
引
き
上
げ
た
の
だ
ろ

う
」（

頁
）
と
考
え
る
。
先
行
研
究
で
は
、
こ
こ
に
踏
絵
体
験
が
相
ま
る

236

こ
と
に
よ
り
、
遠
藤
は
弱
者
に
光
を
当
て
『
沈
黙
』
へ
と
収
斂
し
て
い
っ

た
と
位
置
づ
け
る
（
川
島
）
。
こ
れ
は
、
遠
藤
が
『
沈
黙
』
の
歩
み
の
方
向

を
定
め
た
力
強
い
第
一
歩
で
あ
る
。
た
だ
一
方
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
に

翻
弄
さ
れ
た
ネ
ズ
ミ
の
生
を
弱
者
の
ま
ま
に
据
え
お
い
て
、
キ
チ
ジ
ロ
ー

（
『
沈
黙
』
）
に
当
て
た
よ
う
な
温
か
い
眼
差
し
を
導
か
ず
、
「
札
の
辻
」
か

ら
舞
台
装
置
を
歴
史
に
と
っ
た
『
沈
黙
』
へ
と
筆
が
向
か
わ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
、
そ
の
理
由
が
気
に
か
か
る
。『
沈
黙
』
以
後
、『
死
海
の
ほ
と
り
』

に
お
い
て
再
び
焦
点
化
さ
れ
る
ネ
ズ
ミ
（
ね
ず
み
）
の
生
は
、
そ
こ
で
も

や
は
り
、
収
容
所
で
死
ぬ
強
者
の
生
と
し
て
描
か
れ
る
。
た
と
え
そ
の
強

者
の
生
が
、
遠
藤
が
示
し
た
基
督
そ
の
も
の
（
み
す
ぼ
ら
し
く
も
愛
の
行
為
故

に
死
ん
で
い
く
様
）
を
表
し
て
い
る
と
し
て
も
、
『
沈
黙
』
執
筆
の
ス
タ
ー

ト
地
点
に
あ
っ
た
戦
時
下
に
お
け
る
弱
者
へ
の
意
識
を
思
う
と
き
、
『
沈

黙
』
か
ら
さ
ら
に
『
死
海
の
ほ
と
り
』
で
そ
こ
へ
到
達
し
た
道
の
り
を
、

険
し
い
も
の
と
し
て
想
像
す
る
。

小
説
の
時
代
を
ど
こ
に
設
定
す
る
の
か
と
い
う
選
択
に
よ
っ
て
、
何
を

書
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
反
面
、
何
が
背
後
へ
と
押
し
や
ら
れ
て

い
く
の
か
。
こ
の
こ
と
を
考
察
す
る
に
は
、
『
沈
黙
』
創
作
の
初
源
と
さ

れ
る
言
及
（
「
沈
黙
の
声
」
の
他
、
遠
藤
周
作
×
佐
古
純
一
郎
「
対
談
「
現
代
の
献
身
」
」

（
「
信
徒
の
友
」
昭

年

月
号
）
も
参
照
）
へ
の
理
解
を
、
『
沈
黙
』
へ
と
（
た

40

12

と
え
そ
れ
が
点
線
と
し
て
で
あ
っ
て
も
）
直
線
的
に
つ
な
げ
る
回
路
か
ら
だ
け

で
な
く
、
そ
の
間
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
紆
余
曲
折
や
行
き
つ
戻
り
つ
し
た

で
あ
ろ
う
迷
路
の
よ
う
な
道
程
と
し
て
考
察
を
深
め
る
こ
と
が
、
有
効
な

手
立
て
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
今
回
は
、
「
死
」
の
場
面
に
共
通
し
た
作
品

の
表
現
を
お
う
こ
と
で
、
そ
の
土
台
を
わ
ず
か
に
作
り
だ
そ
う
と
し
た
に



す
ぎ
な
い
。
今
後
、
更
に
調
査
を
進
め
、
稿
を
改
め
て
考
察
の
機
会
を
持

ち
た
い
。

（
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
）
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